
(57)【要約】

【課題】　外光の反射を確実に抑制してコントラストの

向上を図るとともに、信頼性の高い外光反射対策を実現

し得る表示装置を提供する。

【解決手段】　本発明の表示装置は、透光性を有する基

板２０と、基板２０の一面に形成された有機ＥＬ素子５

０等の発光素子と、基板２０の発光素子が形成された側

と反対側の面に、基板側から順次積層されたインジウム

錫酸化膜３１Ａおよびチタン膜３１Ｂからなる低反射層

３１とを備えている。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 透 光 性 を 有 す る 基 板 と 、 前 記 基 板 の 一 面 に 形 成 さ れ た 発 光 素 子 と 、 前 記 基 板 の 前 記 発 光
素 子 が 形 成 さ れ た 側 と 反 対 側 の 面 に 、 前 記 基 板 側 か ら 順 次 積 層 さ れ た イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜
お よ び チ タ ン 膜 か ら な る 低 反 射 層 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 基 板 の 一 面 に 画 素 と な る 発 光 素 子 が 複 数 形 成 さ れ る と と も に 、 画 素 毎 の 供 給 電 荷 量
を 制 御 す る 制 御 用 素 子 と 前 記 制 御 用 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 と が さ ら に 形 成 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 配 線 が 透 明 導 電 膜 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 透 明 導 電 膜 が イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 物 、 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 、 イ ン ジ ウ ム セ リ ウ ム 酸
化 物 、 ガ リ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 、 亜 鉛 酸 化 物 の い ず れ か か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る チ タ ン 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 の 膜 厚 が ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 の 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ４ ｎ ｍ ～ ５ ０
ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 覆 う 保 護 部 材 が 備 え ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 保 護 部 材 が 前 記 低 反 射 層 上 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 保 護 部 材 が 熱 圧 着 材 か ら な り 、 前 記 低 反 射 層 上 に 直 接 貼 り 合 わ さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 発 光 素 子 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 透 光 性 を 有 す る 基 板 と 、 前 記 基 板 の 一 面 に 形 成 さ れ た 画 素 と な る 発 光 素 子 と 、 画 素 毎 の
供 給 電 荷 量 を 制 御 す る 制 御 用 素 子 と 、 前 記 制 御 用 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 配 線 と 、 を 備
え 、
　 前 記 配 線 が 、 前 記 基 板 側 か ら 順 次 積 層 さ れ た チ タ ン 膜 お よ び イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 か ら な
る 低 反 射 層 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る チ タ ン 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 の 膜 厚 が ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ま た は １ ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 低 反 射 層 を 構 成 す る イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 の 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ４ ｎ ｍ ～ ５ ０
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ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ な い し １ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 装
置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 発 光 素 子 が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ な い し １ ５ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 前 記 基 板 側 の 電 極 が 高 反 射 率 材 料 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ な い し １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 表 示 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 機
器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 透 光 性 を 有 す る 基 板 の 一 面 に 発 光 素 子 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 板 の 前 記 発 光 素 子 が 形
成 さ れ た 側 と 反 対 側 の 面 に イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化
膜 上 に チ タ ン 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 透 光 性 を 有 す る 基 板 の 一 面 に 前 記 発 光 素 子 お よ び 前 記 制 御 用 素 子 を 形 成 す る 工 程 と 、 前
記 基 板 の 一 面 に チ タ ン 膜 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 を こ の 順 に 積 層 し 、 こ れ ら チ タ ン 膜 お よ び
イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 前 記 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え た
こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 、 電 子 機 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） 、 有 機 電 界 発 光 素 子 （ 以 下 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 記 す ） 等 を
利 用 し た 表 示 装 置 が 、 携 帯 電 話 機 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 電 子 手 帳 、 携 帯 ゲ ー ム 機 と い っ た 様 々
な 電 子 機 器 に 利 用 さ れ て い る 。 そ の た め 、 利 用 者 は 、 屋 内 に お い て 機 器 の 表 示 画 面 を 見 る
だ け で な く 、 屋 外 に お い て も 表 示 画 面 を 見 る 機 会 が 多 く な っ て い る 。
　 こ の と き 問 題 に な る の が 、 外 部 か ら の 光 が 表 示 画 面 に 入 射 す る 場 合 で あ る 。 入 射 し た 光
は 画 面 で 反 射 さ れ て 視 認 さ れ る が 、 通 常 、 屋 内 よ り も 屋 外 の 方 が は る か に 強 い 光 が 画 面 に
入 射 し 、 こ れ が 反 射 さ れ て 利 用 者 の 目 に 入 る 。 そ の た め 、 表 示 画 面 の コ ン ト ラ ス ト が 低 下
し 、 表 示 が 見 に く く な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 一 例 と し て 、 表 示 装 置 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 利 用 し た 場 合 に つ い て 考 え る 。 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 は 、 自 己 発 光 で あ る た め 視 認 性 が 良 く 、 応 答 速 度 が 速 い の で 、 こ の 素 子 を 利 用 し た
表 示 装 置 は 動 画 表 示 用 の 装 置 と し て 有 望 で あ る 。 と こ ろ が 、 現 在 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 、 長 寿
命 を 確 保 し た 上 で 高 い 輝 度 を 得 る こ と が 難 し い 。 そ の た め 、 屋 外 で は 外 部 か ら の 光 の 影 響
に よ る 視 認 性 の 低 下 が 避 け ら れ な い 。
　 そ こ で 、 外 光 の 反 射 を 抑 制 し て コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 る た め 、 基 板 の 裏 面 側 に 黒 色 の
光 吸 収 体 を 形 成 し た 構 造 の 表 示 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 ５ ９ ８ ６ ４ ０ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の 表 示 装 置 に お い て は 、 基 板 裏 面 に 形 成 す る 光 吸 収 体 と し て カ ー
ボ ン ブ ラ ッ ク 等 の 黒 色 顔 料 を 分 散 し た 有 機 材 料 が 用 い ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 種
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の 光 吸 収 体 で は 反 射 率 低 減 の 効 果 が 未 だ 十 分 で な く 、 ま た 、 光 吸 収 体 と し て の 信 頼 性 が 低
い と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 画 素 と 、 画 素 毎 の 供 給
電 荷 量 を 制 御 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Thin Film Transistor, 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ と 略 記 す る ）
等 の 制 御 用 素 子 を 備 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 方 式 の 表 示 装 置 の 場 合 、 低 抵 抗 の 配 線 材 料
と し て ア ル ミ ニ ウ ム 等 が 用 い ら れ る こ と が あ る 。 そ の 場 合 、 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 配 線 部
分 で 外 光 が 反 射 し て し ま い 、 コ ン ト ラ ス ト が 低 下 す る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ っ て 、 外 光 の 反 射 を 確 実 に 抑
制 し て コ ン ト ラ ス ト の 向 上 を 図 る と と も に 、 信 頼 性 の 高 い 外 光 反 射 対 策 を 実 現 し 得 る 表 示
装 置 お よ び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 、 上 記 表 示 装 置 を 備 え た 電 子
機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 者 は 、 表 示 装 置 の 外 光 反 射 対 策 に つ い て 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 イ ン ジ ウ ム 錫 酸 化 膜
（ Indium Tin Oxide, 以 下 、 Ｉ Ｔ Ｏ と 略 記 す る ） と チ タ ン （ Ｔ ｉ ） 膜 の 積 層 膜 が 外 光 反 射
の 抑 制 に 効 果 が 大 き い こ と を 見 い だ し 、 本 発 明 の 構 成 に 至 っ た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 表 示 装 置 は 、 透 光 性 を 有 す る 基 板 と 、 前 記 基 板 の 一 面 に 形 成 さ れ た
発 光 素 子 と 、 前 記 基 板 の 前 記 発 光 素 子 が 形 成 さ れ た 側 と 反 対 側 の 面 に 、 前 記 基 板 側 か ら 順
次 積 層 さ れ た Ｉ Ｔ Ｏ 膜 お よ び Ｔ ｉ 膜 か ら な る 低 反 射 層 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に お い て は 、 発 光 素 子 を 構 成 す る 各 層 を 含 め 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 、 Ｔ ｉ 膜 の 相
互 作 用 に よ り 外 部 か ら の 光 の 反 射 率 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。 こ の 反 射 率 は 、 Ｉ Ｔ
Ｏ 膜 の 膜 厚 や 屈 折 率 、 も し く は Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 等 の パ ラ メ ー タ に よ っ て 適 宜 制 御 す る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 屋 外 の よ う な 外 光 が 強 い 場 所 で も 視 認 性 の 高 い 表 示 装 置 を 実 現 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 と Ｔ ｉ 膜 か ら な る 低 反 射 層 が 無 機 材 料 （ 金 属 ） で 構 成 さ れ
て い る た め 、 黒 色 樹 脂 を 用 い た も の に 比 べ て 信 頼 性 の 高 い 低 反 射 構 造 を 実 現 す る こ と が で
き る 。 さ ら に は 、 低 反 射 層 を 基 板 の 裏 面 側 （ 発 光 素 子 と 反 対 側 ） に 形 成 す る た め 、 発 光 素
子 の 形 成 と 干 渉 す る こ と が な く 、 こ れ に よ る 歩 留 り の 低 下 が な い こ と に 加 え て 、 Ｔ ｉ 膜 を
基 板 の 最 外 面 と し た 場 合 に は 製 造 プ ロ セ ス 中 の 基 板 搬 送 や ハ ン ド リ ン グ 等 で 基 板 の 裏 面 に
発 生 す る 静 電 気 を 逃 が す こ と も で き 、 基 板 表 面 側 の Ｔ Ｆ Ｔ 等 の 保 護 を 図 る こ と も で き る 。
ま た 、 こ の 低 反 射 層 に よ り 装 置 外 部 の 電 磁 波 ノ イ ズ を 遮 蔽 で き る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 表 示 装 置 は 、 前 記 基 板 の 一 面 に 画 素 と な る 発 光 素 子 が 複 数 形 成 さ れ る と
と も に 、 画 素 毎 の 供 給 電 荷 量 を 制 御 す る 制 御 用 素 子 と 前 記 制 御 用 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ
た 配 線 と が さ ら に 形 成 さ れ た 構 成 で あ っ て も 良 い 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ の よ う な 制 御 用 素 子 が 形 成 さ れ た 基 板 の 裏 面 に 上 記 低
反 射 層 を 備 え た こ と に よ り 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 、 Ｔ ｉ 膜 の 相 互 作 用 に よ り 外 部 か ら の 光 の 反 射 率 を
大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に お い て 、 前 記 配 線 を 透 明 導 電 膜 で 形 成 し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 透 明 導 電 膜
と し て 上 記 の Ｉ Ｔ Ｏ 、 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 （ 以 下 、 Ｉ Ｚ Ｏ と 記 す ） 、 イ ン ジ ウ ム セ リ ウ
ム 酸 化 物 （ 以 下 、 Ｉ Ｃ Ｏ と 記 す ） 、 ガ リ ウ ム 亜 鉛 酸 化 物 （ 以 下 、 Ｇ Ｚ Ｏ と 記 す ） 、 亜 鉛 酸
化 物 （ 以 下 、 Ｚ ｎ Ｏ と 記 す ） の い ず れ か を 用 い る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に お い て は 、 基 板 の 発 光 素 子 が 形 成 さ れ た 側 と 反 対 側 の 面 に Ｉ Ｔ Ｏ 膜
と Ｔ ｉ 膜 と か ら な る 低 反 射 層 を 備 え て い る の で 、 た と え 配 線 を 透 明 導 電 膜 で 形 成 し た と し
て も 、 配 線 の 直 下 の 部 分 で も 外 光 の 反 射 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 低 反 射 層 を 構 成 す る Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 は 、 ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と が
望 ま し い 。
　 そ の 理 由 は 、 Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ よ り も 小 さ い と 、 外 光 の 反 射 率 が 高 く な り 、 実 用
に 供 す る こ と が で き な い か ら で あ る 。 一 方 、 Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 が ５ ０ ０ ｎ ｍ よ り も 大 き い と 、
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膜 の 内 部 応 力 が 大 き く な り 、 基 板 の 反 り や 膜 の 剥 離 の 原 因 と な っ た り 、 素 子 を 破 壊 す る 恐
れ が あ る か ら で あ る 。 ま た 、 加 工 も 難 し く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 低 反 射 層 を 構 成 す る Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 膜 厚 は 、 ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と
が 望 ま し い 。
　 そ の 理 由 は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 膜 厚 を ６ ０ ｎ ｍ 程 度 と し た 場 合 に 波 長 ４ ０ ｎ ｍ 付 近 の 光 の 反 射
率 を 最 小 に で き る か ら で あ る 。 ま た 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 膜 厚 を １ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 と し た 場 合 に 波 長
７ ０ ｎ ｍ 付 近 の 光 の 反 射 率 を 最 小 に で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 低 反 射 層 を 構 成 す る Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ４ ｎ ｍ ～ ５ ０ ｎ ｍ の 範
囲 に あ る こ と が 望 ま し い 。
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に お い て は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 表 面 を 結 晶 化 す る こ と で Ｉ Ｔ Ｏ 膜 表 面 の 算 術
平 均 粗 さ Ｒ ａ が ４ ｎ ｍ ～ ５ ０ ｎ ｍ と な る よ う に 成 膜 し 、 平 滑 な 面 と し な い 方 が よ い 。 Ｉ Ｔ
Ｏ 膜 の 表 面 を 平 滑 に し な い こ と に よ り 更 な る 反 射 率 の 低 減 効 果 を 得 る こ と が で き る か ら で
あ る 。 こ れ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 局 所 的 な 膜 厚 が ば ら つ く こ と に よ り 、 様 々 な 波 長 の 光 に 対 し て
Ｔ ｉ 膜 、 そ の 他 の 膜 と の 相 互 作 用 が 働 く よ う に な る た め と 考 え ら れ る 。 た だ し 、 表 面 が こ
れ 以 上 粗 く な る と 部 分 的 な 膜 剥 離 が 発 生 す る 恐 れ が あ っ て 好 ま し く な く 、 こ れ 以 上 平 滑 で
あ る と 上 記 の 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に お い て は 、 前 記 低 反 射 層 を 覆 う 保 護 部 材 を 備 え る こ と が 望 ま し い 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 保 護 部 材 を 備 え た こ と に よ り 、 例 え ば 製 造 プ ロ セ ス 中 の 基 板 の 搬 送
や ハ ン ド リ ン グ 等 で 基 板 裏 面 の Ｔ ｉ 膜 に 傷 や 剥 離 が 生 じ 、 十 分 な 反 射 低 減 効 果 が 得 ら れ な
く な る 等 の 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 保 護 部 材 は 低 反 射 層 上 に 接 着 剤 を 介 し て 貼 り 合 わ せ て も 良 い 。 も し く は 、 保 護 部
材 が 熱 圧 着 材 か ら な る 場 合 、 低 反 射 層 上 に 直 接 貼 り 合 わ せ て も 良 い 。
　 前 者 の 方 法 は 保 護 部 材 の 材 料 を 問 わ な い の で 、 保 護 部 材 の 選 択 の 自 由 度 が 高 い も の と な
る 。 一 方 、 後 者 の 方 法 で は 接 着 剤 が 不 要 で あ る た め 、 工 程 の 簡 略 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 発 光 素 子 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い る こ と が で き る 。
本 発 明 の 低 反 射 層 は 、 低 い 温 度 で 特 性 や 信 頼 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 成 膜 可 能 で あ り 、 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 等 の 耐 熱 性 の 低 い 素 子 を 用 い る 場 合 で も 素 子 形 成 後 に 形 成 す る こ と が で き る の
で 、 特 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 透 光 性 を 有 す る 基 板 の 一 面 に 発 光 素 子 を 形 成 す る 工 程
と 、 前 記 基 板 の 前 記 発 光 素 子 が 形 成 さ れ た 側 と 反 対 側 の 面 に Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 上 に Ｔ ｉ 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 他 の 表 示 装 置 は 、 透 光 性 を 有 す る 基 板 と 、 前 記 基 板 の 一 面 に 形 成 さ れ た 画 素 と
な る 発 光 素 子 と 、 画 素 毎 の 供 給 電 荷 量 を 制 御 す る 制 御 用 素 子 と 、 前 記 制 御 用 素 子 に 電 気 的
に 接 続 さ れ た 配 線 と 、 を 備 え 、 前 記 配 線 が 、 前 記 基 板 側 か ら 順 次 積 層 さ れ た Ｔ ｉ 膜 お よ び
Ｉ Ｔ Ｏ 膜 か ら な る 低 反 射 層 を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 例 え ば Ｔ Ｆ Ｔ の よ う な 制 御 用 素 子 を 備 え た 基 板 を 用 い る 場 合 、 基 板 上 に 制 御 用 素 子 に 電
荷 を 供 給 す る た め の 配 線 が 必 須 と な る 。 そ の 配 線 材 料 と し て 例 え ば 低 抵 抗 材 料 で あ る ア ル
ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 を 用 い る と 、 Ａ ｌ は 光 反 射 率 が 高 い た め 、 配 線 部 分 で 外 光 が 反 射 す る
恐 れ が 十 分 に あ る 。 そ の 点 、 上 記 本 発 明 の 表 示 装 置 に よ れ ば 、 配 線 自 体 が 、 基 板 側 か ら 順
次 積 層 さ れ た Ｔ ｉ 膜 お よ び Ｉ Ｔ Ｏ 膜 か ら な る 低 反 射 層 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る の で 、 配 線
部 分 に お い て も 外 光 の 反 射 が 抑 制 さ れ 、 視 認 性 に 優 れ た 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と が 望 ま し い
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。 ま た 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 膜 厚 が ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 Ｉ
Ｔ Ｏ 膜 の 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ４ ｎ ｍ ～ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に あ る こ と が 望 ま し い 。
　 こ れ ら の 理 由 は 、 上 述 し た 基 板 裏 面 に 形 成 す る も の と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 前 記 発 光 素 子 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い る こ と が で き る 。 そ の 場 合 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 を 構 成 す る 基 板 側 の 電 極 が 高 反 射 率 材 料 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 か ら の 発 光 の 輝 度 を 向 上 す る こ と が で き 、 表 示 が 鮮 明
に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 の 製 造 方 法 は 、 透 光 性 を 有 す る 基 板 の 一 面 に 前 記 発 光 素 子 お よ び 前 記
制 御 用 素 子 を 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 基 板 の 一 面 に Ｔ ｉ 膜 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を こ の 順 に 積 層 し 、 こ
れ ら Ｔ ｉ 膜 お よ び Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ り 前 記 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、 を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 は 、 上 記 本 発 明 の 表 示 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 外 光 の 強 い 場 所 、 例 え ば 屋 外 に お い て も 視 認 性 に 優 れ た 表 示 部 を 有
す る 電 子 機 器 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 表 示 装 置 の 一 例 で あ る 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 有
機 Ｅ Ｌ 装 置 の 一 つ の 画 素 の 平 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ ’ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 な お 、
以 下 の 全 て の 図 面 に つ い て は 各 構 成 要 素 を 見 や す く す る た め 、 構 成 要 素 相 互 の 寸 法 や 膜 厚
等 の 関 係 は 適 宜 異 な ら せ て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 図 １ に 基 づ い て 、 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 例 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ は 、 電 気 絶 縁 性 お よ び 透 光 性 を 有 す る 基 板 ２ ０ 上 に 、 ス イ ッ チ ン
グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ （ 制 御 用 素 子 、 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ た 画 素 電 極 が 基 板 ２ ０ 上 に マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ て な る 平 面 視 略 矩 形 の 画 素 部 ３ （ 図 １ 中 の 一 点 鎖 線 枠 内 ） を 具 備 し て 構 成 さ れ
て い る 。 画 素 部 ３ は 、 中 央 部 分 の 実 表 示 領 域 ４ （ 図 １ 中 の 二 点 鎖 線 枠 内 ） と 、 実 表 示 領 域
４ の 周 囲 に 配 置 さ れ た ダ ミ ー 領 域 ５ （ 一 点 鎖 線 お よ び 二 点 鎖 線 の 間 の 領 域 ） と に 区 画 さ れ
て い る 。 実 表 示 領 域 ４ に は 、 そ れ ぞ れ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 領 域 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ が 、 紙 面 の 縦
方 向 お よ び 横 方 向 に そ れ ぞ れ 離 間 し て マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 図 １ に お け
る 実 表 示 領 域 ４ の 左 右 に は 走 査 線 駆 動 回 路 ８ ０ が 配 置 さ れ る 一 方 、 図 １ に お け る 実 表 示 領
域 ４ の 上 下 に は デ ー タ 線 駆 動 回 路 ９ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 走 査 線 駆 動 回 路 ８ ０ 、 デ
ー タ 線 駆 動 回 路 ９ ３ は ダ ミ ー 領 域 ５ の 周 縁 部 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に お い て は 、
走 査 線 お よ び デ ー タ 線 の 図 示 は 省 略 す る 。
　 さ ら に 、 図 １ に お け る デ ー タ 線 駆 動 回 路 ９ ３ の 上 側 に は 、 検 査 回 路 ９ ０ が 配 置 さ れ て い
る 。 こ の 検 査 回 路 ９ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ の 作 動 状 況 を 検 査 す る た め の 回 路 で あ っ て 、 例
え ば 検 査 結 果 を 外 部 に 出 力 す る 検 査 情 報 出 力 手 段 （ 図 示 せ ず ） を 備 え 、 製 造 途 中 や 出 荷 時
の 表 示 装 置 の 品 質 、 欠 陥 を 検 査 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 こ の 検 査 回 路 ９ ０ も 、 ダ
ミ ー 領 域 ５ の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 基 板 ２ ０ に は 駆 動 用 外 部 基 板 ９ ５ が 接 続 さ れ
、 駆 動 用 外 部 基 板 ９ ５ 上 に 外 部 駆 動 回 路 １ ０ ０ が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ の 一 つ の 画 素 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 デ ー タ
線 １ ０ と 走 査 線 １ １ と が 交 差 す る よ う に 設 け ら れ て お り 、 デ ー タ 線 １ ０ と 走 査 線 １ １ の 交
差 点 の 近 傍 に ス イ ッ チ ン グ 用 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ （ 以 下 、 単 に Ｔ Ｆ Ｔ と 記 す ） が 設 け ら れ て い る 。
基 板 ２ ０ 上 に 、 例 え ば 多 結 晶 シ リ コ ン 等 か ら な る 島 状 の 半 導 体 層 １ ３ が 形 成 さ れ 、 走 査 線
１ １ か ら 延 在 す る ゲ ー ト 電 極 １ ４ が 半 導 体 層 １ ３ と 平 面 的 に 交 差 す る 構 造 に よ り Ｔ Ｆ Ｔ １
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２ が 構 成 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ソ ー ス 領 域 を な す 半 導 体 層 １ ３ の 一 端 に は コ ン タ ク ト
ホ ー ル １ ５ が 形 成 さ れ 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ５ を 介 し て Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ソ ー ス 領 域 と デ
ー タ 線 １ ０ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 一 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ド レ イ ン 領 域 を な す 半 導 体
層 １ ３ の 他 端 に も コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ６ が 形 成 さ れ 、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ６ を 介 し て
Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ド レ イ ン 領 域 と 中 継 導 電 層 １ ７ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 中 継 導 電 層 １
７ は デ ー タ 線 １ ０ と 同 層 で 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 中 継 導 電 層 １ ７ は コ ン タ ク ト ホ ー ル １
８ を 介 し て 画 素 電 極 １ ９ と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 以 上 の 構 成 に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ の ド
レ イ ン 領 域 と 画 素 電 極 １ ９ と が 中 継 導 電 層 １ ７ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、
中 継 導 電 層 １ ７ と 走 査 線 １ １ を 平 面 的 に 重 ね て 配 置 す る こ と に よ り 保 持 容 量 を 形 成 し て も
良 い 。 ま た 、 符 号 ２ ２ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 等 に 代 表 さ れ る 液 滴 吐 出 法 で 後 述 す る Ｅ Ｌ 層
を 形 成 す る 場 合 に 、 い わ ゆ る 堰 （ 隔 壁 ） と し て Ｅ Ｌ 層 の 材 料 と な る 溶 液 を 溜 め る 囲 い と な
る バ ン ク で あ る 。 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 バ ン ク ２ ２ は 無 機 材 料 層 ２ ２ Ａ と 有 機 材 料 層 ２ ２
Ｂ の ２ 層 構 成 と な っ て お り 、 画 素 電 極 １ ９ の 周 縁 に 沿 っ て 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ の 断 面 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 ガ ラ ス 等 の 透 光 性 を 有 す る 基 板 ２ ０ 上 に 例 え ば シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 下 地 絶 縁 膜 ２ ３
が 形 成 さ れ 、 下 地 絶 縁 膜 ２ ３ 上 に Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ １
２ は Ｌ Ｄ Ｄ （ Lightly Doped Drain） 構 造 を 有 し て お り 、 半 導 体 層 １ ３ に は 高 濃 度 ソ ー ス
領 域 １ ３ ａ 、 低 濃 度 ソ ー ス 領 域 １ ３ ｂ 、 チ ャ ネ ル 領 域 １ ３ ｃ 、 低 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ ３ ｄ
、 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ ３ ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 半 導 体 層 １ ３ 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜
２ ４ が 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ ４ を 介 し て チ ャ ネ ル 領 域 １ ３ ｃ と 対 向 す る 領 域 に ゲ ー ト
電 極 １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 電 極 １ ４ お よ び 走 査 線 １ １ を 覆 う よ う に 第 １ 層 間 絶 縁
膜 ２ ５ が 形 成 さ れ 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 ２ ５ 上 に デ ー タ 線 １ ０ お よ び 中 継 導 電 層 １ ７ が 形 成 さ
れ て い る 。 デ ー タ 線 １ ０ は 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 ２ ５ お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ ４ を 貫 通 す る コ ン
タ ク ト ホ ー ル １ ５ を 介 し て 半 導 体 層 １ ３ の 高 濃 度 ソ ー ス 領 域 １ ３ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 一
方 、 中 継 導 電 層 １ ７ は 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 ２ ５ お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ ４ を 貫 通 す る コ ン タ ク
ト ホ ー ル １ ６ を 介 し て 半 導 体 層 １ ３ の 高 濃 度 ド レ イ ン 領 域 １ ３ ｅ に 接 続 さ れ て い る 。 本 実
施 の 形 態 の 場 合 、 走 査 線 １ １ お よ び デ ー タ 線 １ ０ 等 の 配 線 、 ゲ ー ト 電 極 １ ４ 、 中 継 導 電 層
１ ７ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ 、 Ｉ Ｃ Ｏ 、 Ｇ Ｚ Ｏ 、 Ｚ ｎ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 デ ー タ 線 １ ０ お よ び 中 継 導 電 層 １ ７ を 覆 う よ う に 表 面 が 平 坦 化 さ れ た 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 ２
６ が 形 成 さ れ 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 ２ ６ 上 に 画 素 電 極 １ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 画 素 電 極 １ ９ は
、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 ２ ６ を 貫 通 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ を 介 し て 中 継 導 電 層 １ ７ に 接 続 さ
れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 画 素 電 極 １ ９ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ 、 Ｉ Ｃ Ｏ 、 Ｇ Ｚ Ｏ 、 Ｚ
ｎ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 で 形 成 さ れ て お り 、 後 述 す る Ｅ Ｌ 層 に 正 孔 を 注 入 す る た め の 陽 極 と し
て 機 能 す る 。 画 素 電 極 １ ９ の 周 縁 部 に 沿 っ て 無 機 材 料 層 ２ ２ Ａ お よ び 有 機 材 料 層 ２ ２ Ｂ が
形 成 さ れ 、 こ れ ら 無 機 材 料 層 ２ ２ Ａ お よ び 有 機 材 料 層 ２ ２ Ｂ の ２ 層 で バ ン ク ２ ２ が 構 成 さ
れ て い る 。 バ ン ク ２ ２ に よ っ て 区 画 さ れ た 画 素 電 極 １ ９ の 中 央 部 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ 発 光 素
子 ） を 構 成 す る Ｅ Ｌ 層 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ は 、 例
え ば チ オ フ ェ ン 系 導 電 性 高 分 子 か ら な る 正 孔 注 入 （ 輸 送 ） 層 ２ ７ Ａ と 発 光 ポ リ マ ー （ Ｌ Ｅ
Ｐ ） か ら な る 発 光 層 ２ ７ Ｂ の ２ 層 で 構 成 さ れ て い る 。 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ の 構 成 と し て は 、 他 に も
正 孔 （ 電 子 ） 注 入 層 と 輸 送 層 を 別 個 に 設 け た 構 成 、 電 子 注 入 層 、 正 孔 注 入 層 、 発 光 層 の ３
層 か ら な る 構 成 等 を 適 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ を 覆 う よ う に Ｉ Ｔ Ｏ 、 Ｉ Ｚ Ｏ 、 Ｉ Ｃ Ｏ 、 Ｇ Ｚ Ｏ 、 Ｚ ｎ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 か ら
な る 導 電 膜 ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 導 電 膜 ２ ８ は Ｅ Ｌ 層 ２ ７ に 電 子
を 注 入 す る た め の 陰 極 と し て 機 能 す る 。 こ こ で 、 Ｉ Ｔ Ｏ を 用 い る 場 合 は 仕 事 関 数 の 数 値 が
比 較 的 高 い の で 、 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ の 導 電 膜 ２ ８ と の 界 面 に 例 え ば Ｂ Ｃ Ｐ （ バ ソ ッ ク プ ロ イ ン ）
に セ シ ウ ム を 添 加 し た 層 や マ グ ネ シ ウ ム と 銀 を 蒸 着 し た 層 を 設 け る と 、 電 子 が 注 入 さ れ や
す く な る 。 な お 、 各 画 素 の Ｅ Ｌ 層 ２ ７ の 発 光 制 御 は 各 画 素 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ を 介 し て 画 素 電 極
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１ ９ に 供 給 す る 電 荷 量 に よ っ て 行 わ れ る た め 、 導 電 膜 ２ ８ は 各 画 素 に 対 し て 個 別 に 形 成 す
る 必 要 は な く 、 全 て の 画 素 に わ た っ て 形 成 す れ ば よ い 。 さ ら に 、 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ へ の 水 分 等 の
浸 入 を 防 止 す る た め 、 封 止 層 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 基 板 ２ ０ の 裏 面 側 （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ が 形 成 さ れ た 側 と 反 対 側 ） に は 、 基 板 ２ ０
側 か ら Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ が 順 次 積 層 さ れ て な る ２ 層 構 造 の 低 反 射 層 ３ １ が 形
成 さ れ て い る 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ の 膜 厚 は ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と す る こ と が 好 ま し
い 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ の 膜 厚 を こ の 範 囲 と す る と ほ ぼ 可 視 光 領 域 に わ た っ て 低 い 反 射 率 が 得
ら れ る か ら で あ る 。 ま た 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ の 膜 厚 は ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と す る こ と
が 望 ま し い 。 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ の 膜 厚 が ３ ０ ｎ ｍ よ り も 小 さ い と 、 反 射 率 が 高 く な り 、 実 用 に
供 す る こ と が で き ず 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ の 膜 厚 が ５ ０ ０ ｎ ｍ よ り も 大 き い と 、 膜 の 内 部 応 力 が
大 き く な り 、 基 板 ２ ０ の 反 り や 膜 の 剥 離 の 原 因 と な っ た り 、 素 子 を 破 壊 す る 恐 れ が あ る か
ら で あ る 。 さ ら に 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ の 表 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ を ４ ｎ ｍ ～ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲
と す る こ と が 望 ま し い 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ の 表 面 を こ の 程 度 粗 す こ と に よ り 更 な る 反 射 率 の
低 減 効 果 を 得 る こ と が で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 上 記 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 基 板 ２ ０ の 一 面 に 、 膜 厚 ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ 程 度 の シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る 下 地
絶 縁 膜 ２ ３ を プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 等 に よ り 成 膜 し た 後 、 下 地 絶 縁 膜 ２ ３ 上 に 膜 厚 ３ ０ ～ ７ ０
ｎ ｍ 程 度 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 膜 か ら な る 半 導 体 層 を プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 等 に よ り 成 膜 す
る 。 次 に 、 半 導 体 層 に 対 し て レ ー ザ ア ニ ー ル 等 に よ る 結 晶 化 処 理 を 施 し 、 半 導 体 層 を 多 結
晶 シ リ コ ン 膜 と す る 。 次 に 、 半 導 体 層 を パ タ ー ニ ン グ し て 島 状 の 半 導 体 層 １ ３ と し た 後 、
膜 厚 ６ ０ ～ １ ５ ０ ｎ ｍ 程 度 の シ リ コ ン 酸 化 膜 か ら な る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ２ ４ を プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ
法 等 に よ り 成 膜 す る 。 次 に 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 を ス パ ッ タ 法 等 に よ り 成 膜 し た 後 、 こ
れ を パ タ ー ニ ン グ し て 走 査 線 １ １ お よ び ゲ ー ト 電 極 １ ４ を 形 成 す る 。 そ し て 、 ゲ ー ト 電 極
１ ４ を マ ス ク と し た イ オ ン 注 入 に よ り 自 己 整 合 的 に ソ ー ス ・ ド レ イ ン 領 域 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 ２ ５ を 形 成 し 、 半 導 体 層 １ ３ の ソ ー ス ・ ド レ イ ン 領 域 に 達 す る コ
ン タ ク ト ホ ー ル １ ５ ， １ ６ を 形 成 し た 後 、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 を ス パ ッ タ 法 等 に よ り 成
膜 し 、 こ れ を パ タ ー ニ ン グ し て デ ー タ 線 １ ０ お よ び 中 継 導 電 層 １ ７ を 形 成 す る 。 次 に 、 第
２ 層 間 絶 縁 膜 ２ ６ を 形 成 し 、 中 継 導 電 層 １ ７ に 達 す る コ ン タ ク ト ホ ー ル １ ８ を 形 成 し た 後
、 Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 明 導 電 膜 を ス パ ッ タ 法 等 に よ り 成 膜 し 、 こ れ を パ タ ー ニ ン グ し て 画 素 電 極
１ ９ を 形 成 す る 。 次 に 、 プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ 法 等 に よ り 無 機 材 料 膜 ２ ２ Ａ を 形 成 し 、 こ れ を パ
タ ー ニ ン グ し た 後 、 有 機 材 料 膜 ２ ２ Ｂ を 所 定 の パ タ ー ン で 形 成 し 、 バ ン ク ２ ２ と す る 。 有
機 材 料 膜 ２ ２ Ｂ の 形 成 は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 、 印 刷 法 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 バ ン ク ２ ２ に よ り 区 画 さ れ た 領 域 に 対 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト 法 等 の 液 滴 吐 出 法 を 用
い て 高 分 子 有 機 化 合 物 を 含 む 溶 液 を 吐 出 し 、 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ （ 正 孔 注 入 輸 送 層 ２ ７ Ａ お よ び 発
光 層 ２ ７ Ｂ ） を 形 成 す る 。 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ の 形 成 に 際 し て は 、 有 機 化 合 物 材 料 を 含 む 溶 液 の 充
填 と 乾 燥 を 層 毎 に 繰 り 返 す 。 Ｅ Ｌ 層 ２ ７ を 形 成 し た 後 、 少 な く と も 画 素 部 ３ の 全 面 に Ｉ Ｔ
Ｏ 等 か ら な る 導 電 膜 ２ ８ を ス パ ッ タ 法 等 に よ り 形 成 す る 。 次 に 、 透 明 樹 脂 や 薄 層 に よ る 封
止 層 ２ ９ を 形 成 す る 。
　 次 に 、 基 板 ２ ０ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ を 形 成 し た 側 と 反 対 側 の 面 に 、 膜 厚 ６ ０ ｎ ｍ ～ １ ０
０ ｎ ｍ の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ を ス パ ッ タ 法 等 に よ り 成 膜 し 、 次 い で 、 膜 厚 ３ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ
ｍ の Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ を ス パ ッ タ 法 、 イ オ ン ビ ー ム 蒸 着 法 等 に よ り 成 膜 す る こ と に よ り 低 反 射
層 ３ １ を 形 成 す る 。 以 上 の 工 程 に よ り 、 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 １ に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 構 成 す る 各 層 を 含 め て 、 基 板
裏 面 側 に 形 成 し た Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ か ら な る 低 反 射 層 ３ １ の 相 互 作 用 に よ り
外 部 か ら の 光 の 反 射 率 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
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　 本 発 明 者 は 、 波 長 ５ ２ ０ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 屈 折 率 が ２ ． １ ５ 、 膜 厚 が ７ ８ ｎ ｍ の Ｉ Ｔ Ｏ
膜 、 膜 厚 が ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の Ｔ ｉ 膜 を ガ ラ ス 基 板 の 裏 面 側 に 積 層 し た も の を 実 際 に 試 作
し 、 外 光 に 対 す る 反 射 率 を 評 価 し た 。 外 光 の 入 射 角 度 、 反 射 光 の 出 射 角 度 は ２ ０ ° ～ ８ ０
° の 範 囲 と し て 反 射 率 の 測 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 波 長 ４ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 可 視 光 域 に
わ た っ て 反 射 率 が ２ ０ ～ ４ ０ ％ と 低 い 値 が 得 ら れ る こ と を 確 認 し た 。 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 の 膜 厚 に つ
い て は 、 吸 収 目 標 波 長 や Ｉ Ｔ Ｏ の 屈 折 率 に よ り 最 適 値 が 変 わ り 、 Ｔ ｉ 膜 の 膜 厚 に つ い て は
、 遮 光 さ え で き れ ば 任 意 の 膜 厚 で 良 く 、 膜 厚 ５ ０ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 で 良 好 な 結 果 が 得 ら
れ る こ と が わ か っ た 。 ま た 、 基 板 を 目 視 し た と こ ろ 、 暗 い オ レ ン ジ 色 に 視 認 さ れ た 。
　 よ っ て 、 こ の よ う な 低 反 射 層 を 採 用 す る こ と に よ り 、 屋 外 等 の 外 光 が 強 い 場 所 で も 視 認
性 の 高 い 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ と Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ か ら な る 低 反 射 層 ３ １ が 無 機 材 料 （ 金 属 ） で 構 成
さ れ て い る た め 、 黒 色 樹 脂 等 を 用 い た も の に 比 べ て 信 頼 性 の 高 い 低 反 射 層 を 実 現 す る こ と
が で き る 。 さ ら に は 、 低 反 射 層 ３ １ を 基 板 ２ ０ の 裏 面 側 （ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ と 反 対 側 ） に
形 成 す る た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ の 形 成 と 干 渉 す る こ と が な く 、 こ れ に よ る 歩 留 り の 低 下
が な い こ と に 加 え て 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ を 基 板 ２ ０ の 最 外 面 と し た 場 合 に は 製 造 プ ロ セ ス 中 の
基 板 搬 送 や ハ ン ド リ ン グ 等 で 基 板 の 裏 面 に 発 生 す る 静 電 気 を 逃 が す こ と も で き 、 基 板 表 面
側 の Ｔ Ｆ Ｔ 等 の 保 護 を 図 る こ と も で き る 。 ま た 、 こ の 低 反 射 層 ３ １ に よ り 装 置 外 部 の 電 磁
波 ノ イ ズ を 遮 蔽 で き る と い う 効 果 も 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ４ は 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る （ 第 １ の 実 施 の 形 態 の 図 ３ に 相 当 す
る ） 。 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 基 本 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ り 、 基
板 裏 面 側 の 低 反 射 層 周 り の 構 成 が 若 干 異 な る の み で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態
と 共 通 な 部 分 の 図 示 と 説 明 は 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を 図 ４ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基 板 表 面 側 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ １
２ （ 制 御 用 素 子 ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ （ 発 光 素 子 ） の 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様
で あ り 、 基 板 裏 面 側 の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ か ら な る 低 反 射 層 ３ １ の 構 成 も 第 １
の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ る 。 異 な る 点 は 、 低 反 射 層 ３ １ を 構 成 す る Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ の 外
側 に 、 接 着 剤 層 ４ １ を 介 し て ガ ラ ス 基 板 、 プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム 等 か ら な る 保 護 部 材 ４ ２
が 貼 り 合 わ さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 に お い て も 、 低 反 射 層 ３ １ の 作 用 に よ り 外 光 の 反 射 率 を 大
幅 に 低 減 で き 、 外 光 が 強 い 場 所 で も 信 頼 性 良 く 高 い 視 認 性 が 得 ら れ る 、 低 反 射 層 ３ １ の 形
成 に よ る 歩 留 り の 低 下 が な く 、 基 板 裏 面 に 発 生 す る 静 電 気 を 逃 が す こ と が で き 、 基 板 表 面
側 の Ｔ Ｆ Ｔ 等 の 保 護 が 図 れ る 、 装 置 外 部 の 電 磁 波 ノ イ ズ を 遮 蔽 で き る 、 と い っ た 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 そ れ に 加 え て 、 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 低 反 射 層 ３ １ を
保 護 す る 保 護 部 材 ４ ２ が 備 え ら れ て い る の で 、 例 え ば 製 造 プ ロ セ ス 中 の 基 板 の 搬 送 や ハ ン
ド リ ン グ 等 で 基 板 裏 面 の Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ に 傷 や 剥 離 が 生 じ 、 十 分 な 反 射 低 減 効 果 が 得 ら れ な
く な る 等 の 不 具 合 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 接 着 剤 層 ４ １ を 介 し て 保 護 部 材 ４ ２ を
貼 り 合 わ せ る 構 成 で あ る か ら 、 保 護 部 材 の 材 料 を 問 わ ず 、 保 護 部 材 の 選 択 の 自 由 度 が 高 い
も の と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る （ 第 １ の 実 施 の 形 態 の 図 ３ に 相 当 す
る ） 。 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 基 本 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ り 、 基
板 裏 面 側 の 低 反 射 層 周 り の 構 成 が 若 干 異 な る の み で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態
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と 共 通 な 部 分 の 図 示 と 説 明 は 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 板 表 面 側 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ １
２ （ 制 御 用 素 子 ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ （ 発 光 素 子 ） の 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様
で あ り 、 基 板 裏 面 側 の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ 、 Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ か ら な る 低 反 射 層 ３ １ の 構 成 も 第 １
の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ る 。 異 な る 点 は 、 低 反 射 層 ３ １ を 構 成 す る Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ の 外
側 に 、 熱 圧 着 性 を 有 す る プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム か ら な る 保 護 部 材 ４ ３ が 直 接 貼 り 合 わ さ れ
て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 に お い て も 、 低 反 射 層 ３ １ の 作 用 に よ り 外 光 の 反 射 率 を 大
幅 に 低 減 で き 、 外 光 が 強 い 場 所 で も 信 頼 性 良 く 高 い 視 認 性 が 得 ら れ る 、 低 反 射 層 ３ １ の 形
成 に よ る 歩 留 り の 低 下 が な く 、 基 板 裏 面 に 発 生 す る 静 電 気 を 逃 が す こ と が で き 、 基 板 表 面
側 の Ｔ Ｆ Ｔ 等 の 保 護 が 図 れ る 、 装 置 外 部 の 電 磁 波 ノ イ ズ を 遮 蔽 で き る 、 と い っ た 第 １ の 実
施 の 形 態 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 さ ら に 、 保 護 部 材 ４ ３ が 備 え ら れ て い る の で 、 例 え ば
製 造 プ ロ セ ス 中 の 基 板 の 搬 送 や ハ ン ド リ ン グ 等 で 基 板 裏 面 の Ｔ ｉ 膜 ３ １ Ｂ に 傷 や 剥 離 が 生
じ 、 十 分 な 反 射 低 減 効 果 が 得 ら れ な く な る 等 の 不 具 合 を 防 止 で き る 、 と い う 第 ２ の 実 施 の
形 態 と 同 様 の 効 果 も 得 ら れ る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 の 場 合 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 と 異 な り 、
熱 圧 着 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム を 直 接 貼 り 合 わ せ る 構 成 で あ る か ら 、 接 着 剤 が 不 要 と な
り 、 保 護 部 材 の 貼 り 合 わ せ 作 業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
［ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 図 ６ を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る （ 第 １ の 実 施 の 形 態 の 図 ３ に 相 当 す
る ） 。 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 基 本 構 成 は 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ り 、 配
線 、 電 極 部 分 の 構 成 が 異 な る の み で あ る 。 し た が っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 共 通 な 部 分 の
図 示 と 説 明 は 省 略 し 、 異 な る 部 分 の み を 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 基 板 裏 面 側 の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ３ １ Ａ 、 Ｔ
ｉ 膜 ３ １ Ｂ か ら な る 低 反 射 層 ３ １ の 構 成 が 第 １ の 実 施 の 形 態 と 全 く 同 様 で あ る 。 ま た 、 基
板 表 面 側 の Ｔ Ｆ Ｔ １ ２ （ 制 御 用 素 子 ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ５ ０ （ 発 光 素 子 ） の 構 成 も 第 １ の 実
施 の 形 態 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 配 線 や 画 素 電 極 の 構 成 が 異 な っ て い る 。 す な わ ち 、 ゲ ー ト
電 極 １ ４ （ 図 ６ に は 図 示 さ れ な い が 、 走 査 線 も 同 様 ） が ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 膜 ４ ５ で 構
成 さ れ 、 Ａ ｌ 膜 ４ ５ の 上 層 に 、 基 板 裏 面 側 と 同 様 の 低 反 射 層 ４ ６ 、 す な わ ち Ｔ ｉ 膜 ４ ６ Ｂ
と Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ４ ６ Ａ が Ａ ｌ 膜 ４ ５ 側 か ら こ の 順 に 積 層 さ れ て い る 。 さ ら に 、 デ ー タ 線 １ ０ お
よ び 中 継 導 電 層 １ ７ も ゲ ー ト 電 極 １ ４ と 同 じ 構 成 と な っ て お り 、 Ａ ｌ 膜 ４ ５ の 上 層 に Ｔ ｉ
膜 ４ ６ Ｂ と Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ４ ６ Ａ か ら な る 低 反 射 層 ４ ６ が 積 層 さ れ て い る 。 一 方 、 画 素 電 極 １ ９
は 、 基 板 ２ ０ 側 か ら Ａ ｌ 膜 ４ ７ と Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ４ ８ が 積 層 さ れ た ２ 層 構 造 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 の よ う な ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 表 示 装 置 の 場 合 、 配 線 材 料 と し て 低 抵 抗
材 料 で あ る Ａ ｌ 等 が よ く 用 い ら れ る 。 と こ ろ が 、 Ａ ｌ は 光 反 射 率 が 高 い た め 、 基 板 の 裏 面
側 に 低 反 射 層 を 形 成 し た と こ ろ で 配 線 部 分 で 外 光 が 反 射 し 、 視 認 性 を 低 下 さ せ る 恐 れ が 十
分 に あ る 。 そ の 点 、 上 記 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 に よ れ ば 、 走 査 線 １ １ 、 デ ー タ 線 １
０ 等 の 配 線 が Ｔ ｉ 膜 ４ ６ Ｂ お よ び Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ４ ６ Ａ か ら な る 低 反 射 層 ４ ６ を 含 ん で 構 成 さ れ
て い る の で 、 配 線 部 分 に お い て も 外 光 の 反 射 が 抑 制 さ れ 、 視 認 性 に 優 れ た 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 を
得 る こ と が で き る 。 ま た 、 画 素 電 極 １ ９ が 高 反 射 率 材 料 で あ る Ａ ｌ 膜 ４ ７ と Ｉ Ｔ Ｏ 膜 ４ ８
と で 構 成 さ れ て い る の で 、 基 板 表 面 か ら 出 射 さ れ る 光 の 輝 度 を 向 上 す る こ と が で き 、 表 示
が よ り 鮮 明 に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
［ 電 子 機 器 ］
　 以 下 、 本 発 明 の 表 示 装 置 を 備 え た 電 子 機 器 の 具 体 例 に つ い て 説 明 す る 。
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　 図 ７ は 、 携 帯 電 話 の 一 例 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
　 図 ７ に お い て 、 符 号 １ ０ ０ ０ は 携 帯 電 話 本 体 を 示 し 、 符 号 １ ０ ０ １ は 上 記 実 施 の 形 態 の
有 機 Ｅ Ｌ 装 置 を 用 い た 表 示 部 を 示 し て い る 。
　 図 ７ に 示 す 電 子 機 器 は 、 上 記 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 を 用 い た 表 示 部 を 備 え て い る の で 、 屋 外 等
の 外 光 が 強 い 場 所 で も 視 認 性 に 優 れ た 表 示 が 可 能 な 電 子 機 器 を 実 現 す る こ と が で き る 。 　
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 上 記 実 施 の 形 態 で
例 示 し た 各 層 の 材 料 、 膜 厚 、 平 面 形 状 等 の 具 体 的 な 記 載 に つ い て は 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る
。 ま た 、 表 示 装 置 の 例 と し て Ｔ Ｆ Ｔ を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の
例 を 挙 げ た が 、 薄 膜 ダ イ オ ー ド （ Thin Film Diode,Ｔ Ｆ Ｄ ） を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し た ア
ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の 表 示 装 置 、 パ ッ シ ブ マ ト リ ク ス 型 の 表 示 装 置 で も 良 い 。 さ ら に 、
有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の み な ら ず 、 本 発 明 は 他 の 表 示 装 置 に も 適 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 全 体 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 一 つ の 画 素 の 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ ’ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 電 子 機 器 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 １ … 有 機 Ｅ Ｌ 装 置 （ 表 示 装 置 ） 、 １ ０ … デ ー タ 線 、 １ １ … 走 査 線 、 １ ２ … ス イ ッ チ ン グ
用 Ｔ Ｆ Ｔ （ 制 御 用 素 子 ） 、 １ ４ … ゲ ー ト 電 極 、 １ ７ … 中 継 導 電 層 、 １ ９ … 画 素 電 極 、 ２ ０
… 基 板 、 ３ １ … 低 反 射 層 、 ３ １ Ａ … Ｉ Ｔ Ｏ 膜 、 ３ １ Ｂ … Ｔ ｉ 膜 、 ４ １ … 接 着 剤 層 、 ４ ２ ，
４ ３ … 保 護 部 材 、 ５ ０ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ 発 光 素 子 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(13) JP 2005-85738 A 2005.3.31



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０５Ｂ  33/26                         Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/26    　　　Ａ          　　　　　

(14) JP 2005-85738 A 2005.3.31



专利名称(译) 显示装置及其制造方法，电子装置

公开(公告)号 JP2005085738A 公开(公告)日 2005-03-31

申请号 JP2003320151 申请日 2003-09-11

[标]申请(专利权)人(译) 精工爱普生株式会社

申请(专利权)人(译) 精工爱普生公司

[标]发明人 柄沢康史

发明人 柄沢 康史

IPC分类号 H05B33/02 G09F9/30 H01L27/32 H01L51/50 H05B33/06 H05B33/10 H05B33/14 H05B33/26

FI分类号 H05B33/02 G09F9/30.349.D G09F9/30.365.Z H05B33/06 H05B33/10 H05B33/14.A H05B33/26.A 
G09F9/30.365 H01L27/32

F-TERM分类号 3K007/AB17 3K007/AB18 3K007/BA06 3K007/BB06 3K007/CC01 3K007/CC05 3K007/DB03 3K007
/FA00 3K007/GA00 5C094/AA06 5C094/AA31 5C094/BA03 5C094/BA27 5C094/CA19 5C094/DA13 
5C094/EA10 5C094/ED11 5C094/GB10 5C094/JA08 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC32 3K107
/DD02 3K107/DD46 3K107/DD46X 3K107/EE03 3K107/EE27 3K107/EE32 3K107/EE55 3K107/FF08 
3K107/FF15

代理人(译) 须泽 修

其他公开文献 JP4400153B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种显示装置，该显示装置能够可靠地抑制外部光的
反射以提高对比度并实现针对外部光反射的高度可靠的措施。 解决方
案：本发明的显示装置具有：具有透明性的基板20，形成在基板20的一
个表面上的诸如有机EL元件50的发光元件，以及基板20的与形成发光元
件的一侧相对的一侧。 从侧面开始依次层叠有包括铟锡氧化物膜31A和
钛膜31B的低反射层31。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/6ae1e2c6-a52e-4255-8fc9-507b0bc1f549
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034418875/publication/JP2005085738A?q=JP2005085738A

